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Abilities Measuredを活用した TOEIC® Listening and Reading テスト
スコアアップトレーニングの実践結果報告
はじめに
　筆者は『湘北紀要第 40 号』に投稿した「TOEIC® 
Listening and Reading Test 高得点取得を目指し









①　 「TOEIC（初級）」2019 年度（1 年次後期科目）
②　 「TOEIC（中級）」2019 年度、2020 年度（2
年次前期科目）
③　 「ゼミナールⅠ」2018 年度、2019 年度（1
年次後期科目）
④　 「ゼミナールⅡ」2018 年度、2019 年度（2
年次前期科目）







年 次 後 期 ）」 と 1 年 半 に わ た っ て TOEIC® 
Listening and Reading Test（以降、TOEIC L&R
テストとする３）スコアアップ対策授業を受講し




















































Abilities Measured とスコアカウンセリングシートを活用した TOEIC® 
て筆者が作成したスコアカウンセリングシートに
ついて簡単に説明する。






















トで、Version 3 にあたる。Version 1 ではスコア
と AM の可視化（グラフ）のみのシートであった。



































　図は見開き 2 ページで 1 週分の記録ができるよ
うになっている。記載させるのは学習時間ではな
く分量である。項目は上から①日付、②単語、③
文法、④ Part 1 ～ Part 7、⑤自分メモとなっている。
図 3　個人スコアカウンセリングシート（裏：スコア履歴）
－ 97 －











































とは言えない。この受講生の Needs と Wants を理
解して指導することも TTT で学んだポイントであ
るが、筆者が担当した受講生をみると、科目によっ
てこの Needs と Wants の割合は明らかに異なって















を第 1 の理由に挙げる学生が 70% を超え、「就職
先で使用するため」という回答は下位にランクさ
れるのである。受講者数を見ても「TOEIC（初級）」






　初心者・初級クラス（1 年次）：Needs ＞ Wants






























































































































講前後の得点を比較できるのが 57 名中 42 名（74％）







　（比較対象者 42 名の平均：333 点）
・400 ～ 495 点取得者：9 名（全体の 17％）




50 ～ 95 点向上：15 名（比較対象者の 36％）
100 ～ 145 点向上：7 名（比較対象者の 17％）
150 点以上向上：2 名（比較対象者の  5％）
　受講生全員の比較資料がないので明確なことは
言えないが、残念ながら指導の成果が出たとはい
いがたい。比較可能な 42 名のうち 93％の学生がス
コアアップを果たし、平均スコアが 61 点向上した



























次年度は『公式 TOEIC® Listening and Reading 問
題集』（以降『公式問題集』とする）の使用も視野
に入れ、この対策を考えたい。また、受講者全員



















































































・ 受講後の平均スコア：348 点（58 点向上）
　（内訳）400 ～ 495 点取得者：2 名（29％）
　　　　　500 ～ 595 点取得者：－
・スコアアップした学生数 ：6 名（86％）
　（内訳）　 50 ～ 95 点向上：－




（内訳） 400 ～ 495 点取得者：11 名（41％）
500 ～ 595 点取得者： 5 名（19％）
600 ～ 695 点取得者： 1 名（4％）
700 ～ 795 点取得者： 1 名（4％）
・スコアアップした学生数：13 名（48％）
（内訳）50 ～ 95 点向上：6 名（22％）






























































『TOEIC® L&R テスト至高の模試 600 問』
（2018、2019）
・ ヒロ前田『TOEIC® L&R テスト究極の　
模試 600 問＋』（2019、2020）
・ ETS『 公 式 TOEIC® Listening and 
Reading 問題集 4』（2017）
・ ETS『 公 式 TOEIC® Listening and 
Reading 問題集 5』（2018）
副教材
・ TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単
特急 銀のフレーズ』
・ 高橋恭子『TOEIC® L&R テスト 英文法 
ゼロからスコアが稼げるドリル』




































日で 50 語、1 週間で 100 語をノルマとする。文法
問題は特に問題数は決めていないが、副教材の章
立てが TOEIC テスト頻出の 6 つの文法項目になっ
ているので、1 週で 1 章分の問題を繰り返すように
指導している。リスニングも、副教材の章立てが































































の第 2 段階という位置づけである。しかし 2 年次
前期は学生の集中力を保つのが困難な時期にもな
－ 105 －









　筆者のゼミでは前年度 1 月と 7 月に実施される


























から始めている。なぜ 4 つの選択肢の中から 3 つ



























目標にトレーニングをさせた。1 回目と 2 回目の間
には解説を使って語彙や表現を確認する時間を設
ける。授業内では多くの文書はトライできないの
で、1 日に文書 3 つの読解を 1 日おきにトレーニン
グする課題を出した。ただし、語彙と表現のチェッ
クは 1 日目のみとしているので、1 日目は一つの文
書に 2 回トライできるが、2 日目と 3 日目は 1 回ず
つしかトライさせない。したがって、1 週間かけて


















































































　例年 60％くらいの学生が 400 点以上のスコアを
取得して卒業していたが、本学の目標である 500
点を超える学生は 20％程度であった。また 2017 年
度まで 600 点以上を取得する学生を 3 名しか出す
ことができなかった。しかし 2018 年度以降はその
数は増加しており、2019 年度は 65％の学生が 500
点以上のスコアを取得できた。1 年半の授業を通じ
てのスコアアップの内訳確認してみよう。
　表 3 からわかるように、2017 年度生と 2018 年度





















受講前 273点 321点 335点
ゼミナールⅠ 351点 404点 472点
ゼミナールⅡ 388点 433点 494点
ゼミナールⅢ 400点 440点 524点







平均スコア 273点 351点 388点 400点
700～795点 － － － －
600～695点 － － － －
500～595点 － － 1名（6％）2名（13％）
400～495点 － 3名（19％）5名（31％）8名（50％）
300～395点 7名（44％）9名（56％）9名（56％）4名（25％）
200～295点 8名（50％）4名（25％） 1名（6％） 2名（13％）











700 ～ 795点 － － 1名（6％）
600 ～ 695点 － 2名（10％） 4名（24％）
500 ～ 595点 3名（19％） 4名（20％） 6名（35％）
400 ～ 495点 7名（44％） 9名（45％） 4名（24％）
表 2　最高スコアが 400 点以上の学生数
2017年度生 2018年度生 2019年度生
300 ～ 395点 1名（6％） － 3名（18％）
200 ～ 295点 2名（13％） 3名（15％） 6名（35％）
100 ～ 195点 10名（63％）11名（55％） 7名（41％）





















また、1 名の学生が 710 点というスコアを取得し、
2 名の学生が 650 点以上のスコアを取得した。
　この結果の要因について年度ごとに考察すると、





























平均スコア 321点 404点 433点 440点
700～795点 － － － －




200～295点 9名（45％） 1名（5％） 1名（5％） 1名（5％）















平均スコア 335点 472点 494点 524点




300～395点 7名（41％） 1名（6％） 1名（6％） 2名（12％）
200～295点 6名（35％） 1名（6％） 1名（6％） －


















































IP TOEIC テストの後、本来ならば 3 月に公開テ
ストを受験させる予定で、特別講座も実施した。
しかし 3 月以降の公開テストが中止となり、仕方
























で、反応速度向上トレーニングを Part 7, 3, 4 で実
施した。十分なトレーニングができたか不安であっ
たが、最後の IP TOEIC テストで 88％の学生が






　ここまで、筆者が 2017 年度末に TTT に参加し
て以来、そこで学んだ知見を基に実施してきた新




考までに、記録を取り始めた 2009 年度生から 2016
年度生の卒業までに 500 点以上取得した学生数は、
500 点台が 8 名、600 点台が 1 名、700 点台が 2 名

















































































































し 26」というものであるが、これは TOEIC L&R
テスト対策にも当てはまると筆者は考えている。
















1   山形俊之「TOEIC® Listening and Reading Test
高得点取得を目指した学習指導法～ TOEIC®L&R
テストスコアアップ指導者養成講座での学び～」




生」ではなく「2017 年 4 月に入学した学生」とい
うことである。









5  TOEIC L&R テストの認定証の呼び名は公開テス
トか IP（団体）テストかで異なるが、本論では両
方をまとめて「成績表」という表現に統一する。
詳細は山形 P. 38 を参照されたい。




  「間違えた数／解いた設問数」や、単純に解いた設 
8 問題数だけを記載する学生もいる。
9  本学では TOEIC L&R テストのスコアを卒業要件　
などに設定してはいないので、一定のスコアが






10  2020 年度から、2 年生向けの初級科目「TOEIC（初
級）B」を前期に開講したが受講者がおらず閉講
した。












15  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 6 名（38％）、100 ～ 150 点が 6 名（38％）
16  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 3 名（19％）、100 ～ 150 点が 2 名（13％）
17  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 5 名（31％）、100 ～ 150 点が 3 名（19％）
18  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 6 名（30％）、100 ～ 150 点が 8 名（40％）、
150 ～ 200 点が 1 名（5％）
19  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 6 名（30％）、100 ～ 150 点が 2 名（10％）
20  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 6 名（30％）、100 ～ 150 点が 3 名（15％）
21  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 2 名（12％）、100 ～ 150 点が 6 名（35％）、
150 ～ 200 点が 7 名（41％）
22  550 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 3 名（18％）、100 ～ 150 点が 0 名（0％）、
150 ～ 200 点が 2 名（12％）
23  50 点以上の向上を見せた学生数の内訳は、50 ～
100 点が 8 名（57％）、100 ～ 150 点が 3 名（18％）、
150 ～ 200 点が 2 名（12％）
24  2016 年 5 月より TOEIC L&R テストの形式が現
在のものに変更されたが、IP TOEIC テストにつ
いては 2017 年 4 月から変更になった。今回 2016
年度生までのスコアに関して言及しなかったの
は、変更前の形式だったためである。
25  700 点台は 2014 年度生と 2016 年度生に 1 名ずつ。
600 点台は 2015 年度生に 1 名、500 点台は 2012
年度生と 2013 年度生に 1 名ずつ、2014 年度生に









Abilities Measured とスコアカウンセリングシートを活用した TOEIC® 




    To improve students' score for the TOEIC® Listening and Reading Test, we have tried to introduce 
a lot of teaching methods. Since 2018, we have introduced a way of teaching, in which we let the 
students pay attention to Abilities Measured. That makes the students to find out their own weak 
points and concentrate on improving them effectively. In this paper, we will introduce some examples 
of teaching methods for the training classes for TOEIC® Listening and Reading Test. Also, we will 
provide the results of these classes.
【key words】
English Education, TOEIC
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